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図書館サービスとしての図書館利用教育
一明治大学図書館における利用教育の実践をふまえて一
大野友和*
1は じめに
大学図書館で利用教育が一定の 「市民権」を得つつあることは喜ば しい
ことである。けだ し、近年における図書館資料の爆発的増加現象、学術資
料媒体のマルチ化、二次情報 の多様化や複雑化 とい う現状 のなかで、体系
的 な図書館 の仕組み、資料 の組織状況等 について習熟 することは極めて
重要なことであるか らである。さらに図書館利用者が、研究や学習のため
に、図書館 において求める資料を迅速かつ的確 に手 に入れるためには、図
書館 の利用法 、図書 目録の知識 、資料 の組織化の知識、情報検索の技法、
書誌的知識の酒養が重要なことであ る。一方図書館 としては、利用者に対
し図書館の有効利用を促進す るための教育 を行 う必要性がますます増大 し
てきた、と言 える。ここでは、図書館 における利用者サービス としての利
用指導、い わゆる図書館利用教育1(以 下単 に 「利用教育」とい う)に つ
いて、明治大学図書館中央本館で行われている実践 を踏 まえて、考えると
ころを述べてみたい。
皐おおの・ともかず/閲 覧課長
1この呼称については、アメリカ大学図書館界で、"UseeInstruction',"LibraryUses
Education","Bibliographiclnstruction"などの呼びかたで講座などが開催されている。我
が国でも「図書館利用者教育」等の呼びかたがされてきたが、日本図書館協会で 「図書館利
用教育」委員会という機関を設けたので、ここではこの呼称を使うことにする。
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2「 知の宝庫」 としての図書館
2.1図 書館 と研 究 ・教 育
当然のことであるが、学生の学習、教員の教育 ・研 究にとって図書館は
不可欠である。中世の ヨーロ ッパでは、「知識階級のための、す なわち学
問研究のための図書館 として新 しく登場 して くるのが大学図書館 です」1)
といわれるように、学問追求 のための中心的存在 としてそれは成長発展
してきたのである。インド人の高名な学者 ランガナ タンはその著作 「図書
館学 の五法則」のなかの第一法則で、「図書館は利用するためのものであ
る」と述べてお り、まさに図書館 は名実共 に大学の中心になければならな
い し、図書館 は研究 ・教 育のために必要不可欠な存在 なのである。そ もそ
も図書館 は、人類の知的生産物 である 「図書」を保有 しこれを共;有し、そ
して利用 しつつ 、かつ後世 に伝 えるとい う極めて重要 な役割 を持 った機関
である。このような意味で図書館 はまさに 「知の宝庫 」と言 って よいであ
ろう。
2.2生 涯学習の基地 として
かつて大学生がエ リー トと言われていた とき、大学 は一部の人 々のもの
であ ったが 、世 は技術革新の時代である。技術革新の時代 とは、新 しい知
識や情報を次々と学び修得 しなければならない時代の ことである。つ ま り
職業や社会生活 に必要 な知識や技術の陳腐化が著 しいか らである。更に、
私 たちは、21世 紀の技術革新の更なる延長の時代 に生 きな くてはならな
い。また、アリス トテ レスは 「すべての人間は、生 まれつ き、知 ることを
欲す る」2)と 、言 っている。つま り人間は生 まれつ き 「知 りたい」 とい う
欲求 を持 っているとい うことであるが、現代の社会のなかで地域社会の
人々の知的欲求はすさまじい ものがある。それはいわゆるカルチ ャーセン
ターの繁栄振 りを見て も分かることである。「リカレソト教 育」の課題 を
現実の もの とする場所 はまさに大学であ り図書館である、と言えるのでは
ないだろうか。「生涯学習 は 『何 を学ぶか』で はな く 『いかに学ぶか』と
い う学習の方法 を学ぶ事である」3)が 、そのための 「基地」 として大学図
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書館 は機能 してゆかなければな らないのではないだろ うか。
2.3図 書館 の持 つ潜 在能 カ
ー般的に図書館は、知的能力酒養の場所として恰好の場所であるが、そ
のなかでも大学図書館には優れて学術的な資料が多 く所蔵 されている。た
とえば、おびただしい数の一次資料と言われる図書資料群に加えて、二次
資料と呼ばれる様々な目録 ・索引の類、大学や研究機関の発行する 「紀要」
の類、それに洋書の類などは一般の公共図書館にはほとんと所蔵されてい
ないものである。
また多くの大学図書館にはネットワーク資源や環境が整ってお り、それ
らは広 く世界に開かれている。その事によりたとえばインターネットによ
る、世界中の学術情報の検索や情報の取得、情報の交換等が可能である。
このように大学図書館は優れた情報基地としての能力を保有しているので
ある。
2.4開 か れ た 大 学 ・図書 館
「知の宝庫 」であ る大学 、と くに図書館は開かれたものでなければな ら
ないだろう。大学 は知的な ものの中心 とな りえな くてはな らない。過去の
ような象牙の塔であってはならない し、またこれか らはそ うい うことは有
り得 ないであろ う。優れた知的財産 は基本的には開かれた利用 を期待 する
し、社会 に広 く利用 される ものでなければならないであろう。過去 におい
て大学図書館は極めて限定的な利用であった。つ ま りその機関の構成員で
なければ利用で きない とか 、利用に厳重な制限が なされ ていた面が ある。
これでは知的生産物である図書や資料は生 きて こない し宝の持 ち腐れ 、と
なって しまうことだろう。幸いなことに近年大学図書館界においては相互
協力 、資源共有(ResourceSharing)の 理念が定着 して きて、知的資源を
共有する とい う考え方が浸 透 して きている事は喜ば しい ことである。
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2.5図 書館をとりまく環境の変化
科学技術の発達 と相 まって、図書館を取 り巻 く環境 も大 きく変化 して き
ている。 とりわけコンピュー タ技術の発達は図書館 を大 きく変 えて きた。
従来のカー ド目録 はコンピュータ目録(オ ンライン目録)に 取って変わ っ
てきた し、データベースに よる情報の蓄積 、提供 の迅速化、情報処理の迅
速化、ネ ットワーク技術の発達による情報伝達の高度化 、ネットワーク環
境の整備 による時空 を越 えた情報交換 など、環境 の変化は 目を見張るもの
がある。特にインターネットと呼ばれるネットワーク網の充実は、居なが
らに して世界 の知的資源へのア クセスを可能にす るなど、図書館の世界
を変えたエポックと言 って よいだろう。それ と相 まって図書館 を利用する
人々のメデ ィアへの適応性 も向上 し、いわゆるコンピュータ ・リテラシー
も向上 している。
また、図書館で扱 うメデ ィアの多様化 も目を見張 るものがある。つ まり、
学術資料 と言われる ものが、紙媒体 の図書 だけでな く、CD・ROM,デ ー
タベース等に代表される様 にいわゆるマルチ ・メデ ィア化 され、図書館で
受け入れる資料 にもそれ らの割合が増 える傾向にあることは間違いのない
ことである。この ように近年の図書館 を取 り巻 く環境は大 き く変 わって き
ている。
3大 学図書館における 「利用教育」
3.1情 報取得術 としての 「利用教育」
大学図書館 を利用す る学生や教 員には、学習や研究のために図書館 にお
いて広い意味での 「情報」を得る、とい う作業がある。上述 したように図
書館で求める情報 を迅速かつ的確 に得る とい うことは、情報 の形態や資
料の量が爆発的に増え、かつ複雑 にな っているなかで 、なかなか困難 なこ
とである。前述 した ランガナタンの 「図書館学の五法則」の中に、「図書
館利用者の時間を節約せ よ」 とい う法則があるが 、求める資料を短時間の
うちに取得するためにはかなりの知識 とテ クニ ックが必要 とされるのであ
る。社会全体の情報量が増大するにつ れてそれを検索するためのツールも
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高度化 し多様化 してきている。それ らを有効に使いこなす ためには、利用
者 に対 してのそれな りの 「働 きかけ」としての教育が必要であ る。 さらに
ニューメデ ィア資料の増加やデータベース媒体の二次資料の検索な どの要
素が増加 している状況を見ると、もはや 「利用教 育」な くしては、図書館
の有効 な利用 は不可能な時代 に入ってきた といって よいであろ う。一方図
書館員 は、情報の 「洪水」の時代 にいかに的確 な資料 を選択で きるかにつ
いて能力の酒養 を怠ってはならないのである。本来 この ような能力 を持つ
者は、高い地位にあらねばならないのではないだろ うか。図書館員 はとか
くこれ まで 、その組織 内においてあまり評価 されなかったのではないかと
思 われるが、そ うい う時代は とっ くに去 らなければな らないのである。
3.2図 書 館 資料 リテラ シー
利用者サ イドか ら見ると、ニューメデ ィア資料 も含 め図書館資料の媒体
が多様化 してお りかつ資料の在 りかたが複雑 化 している状況で、自分が望
む資料を迅速的確 に手にいれる能力の潤養は極めて重要である。複雑でか
つ、難 しくなって きている資料の使い方、つま り資料活用 リテラシーを高
めること、それを図書館サ イドか らサポー トする機能が 「利用教育」であ
る。つ ま り利用者 は利用者サ イドか ら、図書館は図書館サ イドから図書館
資料 を使 う力の酒養に努めなければならない。
3.3「 自己点 検 評価 」項 目 と しての 「利用 教 育」
大学では自己点検、自己評価が盛んであるが、図書館としても自己点検
評価の一項 目に 「利用教育」を入れ体系的な評価見直しを計るべ きであ
る。既にこのことを行っている大学もあるが、図書館全体の中でのサービ
ス業務の一つとして利用教育を位置づける必要があろう。それは逆に、利
用教育に 「市民権」を与えることにもつながるであろう。
3.4教 員との共同研究の場として
大学の教育を担うのは第一義的には教員であるが、勿論職員も、特に窓
口に立つ図書館職員は、学生に対 して教育者としての立場で対処すべきで
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あろ う。
また、教員が図書館 を重視 して、学生 に対 して図書館の利用喚起 をしな
いかぎ り、学生が自主的に図書館を利用するとい うことはなかなか難 しい
側面がある。図書館利用の動機付 け と言 う面で は、教員 の協 力は不可 欠
なことであろう。更に、教員 と図書館員の共同作業 として、資料 目録の作
成 、資料の使い方の解説、データーベース検索課題の設定 などをおこなえ
ば優 れて有効 な教育が遂行 されるのではないだろうか。
3.5自 己の図書館を見直すものとしての利用教育
図書館の利用教育 を業務のなかで真摯 に遂行す ると、図書館員 は自らが
働 く図書館が見えて くる ものである。それは自己の図書館 その ものの見直
しにつながるのである。たとえば、図書の配置、サインの善 し悪 し、目録
の善 し悪 し、図書館サー ビスの善 し悪 し、等である。利用者から 「使 われ
る図書館」 として機能すると、己の図書館が どの様になっているかが、さ
らによ くわかって くるのである。そ うい う意味で 「利用教育」は副次的効
用 もある。漫然 と日常を送る ことを断固排除すべ きであろ う。
4明 治大学図書館中央本館における 「利用教育」
の実践
本学 中央本館の利用対象者は、学部学生(一 部5学 部3・4年 生 、二部
4学 部1～4年 生)、 短期大学 、大学院、教職貝合わせて約18,000名 に及
ぶ。これ らの図書館利用対象者に対 して、図書館 は現在 どのような 「利用
教育」を行っているか を次 に述べてみよ う。
4.1学 部学 生 オ リエ ンテ ー ション
学部学生 オ リエ ンテーションは二部4学 部1年 生約1,500名 、女子短
期大学生約500名 の新入生に対 して行っている。以前は新 しく駿河台キャ
ンパスに来た新3年 生 に対 しても行 っていたが、はかばか しい効果があが
らない と判断 して数年前にこれを止めた、とい うことである。方法 として
115
は、大学が企画 したオ リエ ンテーシ ョン ・プログラムの中で、図書館員が
壇上 から、図書館 の利用の仕方 、図書館の場所 、開館時間等 々を、「図書
館利用案内」とい う利用案内冊子 に基づ き説明 している。私 たち図書館 員
としては、効果的な図書館 オリエ ンテーシ ョンを模索 しているが、なかな
か難 しい とい うのが実情である。
4.2'大 学 院 生 ガ イダ ンス
新入大学院生約200名 に対 して 、学部学生 オリエ ンテーションよりはや
や詳 しく図書館の内容 を説明 し、 さらに図書館案内 ツアー、OPAC(オ
ンライン目録)の 使い方の講習等 を行っている。近い将来、研究職に就 く
可能性 が大 きい大学院生への図書館か らの働 きかけは重要 であろ う。
4.3ゼ ミ ・ツ ア ー
これは、時期 を特定することな く通年行っているが、新学期に集中する
傾向がある。1996年 度 は約五百数十名に対 して行 った。ゼ ミ数 は約50ゼ
ミであった。教 員か らの予約に基づ き行っているが 、まれに飛 び込みに よ
るツアー依頼 もある。予約の際教員に、特 に重視する説明項 目を指摘 して
もらい 、それに対 しては時間 をかけて説明を行 っている。また、投書にゼ
ミ以外で もツアーをしてほしい、とい う要望があ ったので、館内 に掲示 の
上、ある時期定期的に行 ったが 、あま り多 くの反応 はなかった。いずれに
せ よゼ ミ・ツアーにおいて も教員 との密接 な連携の下 に行われることが極
めて重要なポイン トとなるのである。
4.4小 集 団 利 用 教 育(OPAC/CD-ROM利 用 法)
本年度か らOPAC(オ ンライン目録)利 用法、CD-ROM料(BPO,
SSCI等)の 利用法 といった、いわば主題を狭めた小集団の利用教 育を開始
した。OPAC利 用法は、12号 館の情報処理教室の端末を使 って行 った。特
にカー ド目録か らオンライン目録 にとって変わってきている現在 、OPAC
利用法の実施 は大 きな意味を持つのであるが、参加者は存外少数であった。
今後は方法に工夫を加え、掲示や宣伝 を付加 して活発な利用法講座 を行 っ
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てゆ きたいと考 えているところである。オンライン目録検索の利用法 につ
いては一時、図書館員による 「目録検索アドバ イザー」をおいて利用指導
にあた り、かな りの効果 を挙げた。人員の問題があ って現在は経常的 には
な しえていないが、それは今後の課題で もある。
4.5新 規採用教員ガイダンス
1996年 度か ら新 しく明治大学に採用 となった教員 を対象 に、図書館利
用ガイダンスを設定 し、「図書館利用案内一専任教員用 一」 とい う冊子に
基づ き説明を行った。一般的な図書館の利用方法等以外に、研究図書費の
使い方なども説明 した。館 内ツァーはふだんは公開 していない貴重書庫 も
見学の一つに入れた。また、ガイダンス修了後、参加者 と図書館 長、副館
長、図書委員、図書館員 を含めた懇談会を行い忌揮の ない意見交換の場 を
もった。この試みはかな りの好評であった。
4.6参 考 ツ ール 利用 指導
日常的なこととしては、レファレンス ・カウンターや貸出カウンターの
相談窓口な どで、利用者に対 して、参考ツールの利用の仕方や、CD-ROM
の利用法など個別の利用指導 を行 っている。この方法 は図書館員に対 して
利用者が一人ない し二人 なので、極めて効=果的な利用指導 になるのである
が、業務量、人的な問題で満遍な くこの方法を敷桁す ることは至難の技で
ある。
5こ れか らの 「利用教育」を考える
5.1学 校 図書館 に おけ る図書 館 利用 指 導
利用教育を考えるとき、単に大学図書館におけるそれを考えるのではな
く、長い 「教育」のレンジで考える必要があるだろう。つまり図書館を効
果的に利用するためには、大学に入学した時点から考えるのではなく、学
校図書館(小 中高校の図書館)の 段階からの図書館利用能力の酒甕の重要
性に留意する必要があるだろう。学校図書館、大学図書館、公共図書館と
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い う流れの中での 「利用教 育」が、生涯学習 とい うなかで大 きく実を結ん
で くる重要 なフ ァクターであることを忘れてはならないだろ う。従 って、
児童 ・生徒 を対象 とした小 学校 、中学校 そ して高等学校時代 の図書館利
用が極 めて重要 なことなのである。 この時代の体系的な 「利用教育」は、
情報利用 能力(InformationLiteracy)を や しない、能動的な学習 を可能
にするのである。望 ましいのは学校 のカリキュラムと結合 した形の利用教
育の実施である。そのためには、今 、学校 図書館現場で大 きな運動 となっ
ている 「人のいる図書館」化の運動 は重要な点 として とらえなければなる
まい。
5.2カ リキ ュラ ム と図書 館(教 員 との 連携)
一方大学 図書館 としては どの ような展 開が望 ま しいのか について若干
考察 してみたい。教育課程つ まり大学のカ リキュラムのなかでの 「利用教
育」が是非 とも実現 させたい点の一つである。つ まり、図書館利用 につい
ては、授業 と直接的な結びつ きを持つ ことが重要だか らである。潜在的図
書館利用者を開拓す るには、教員の協力 を得て クラス単位の 「利用教育」
が実施 されることが、よりその効果 を増すことであろ う。教員は、在外研
1究 などの機会 を通 じて、諸外国の進 んだ図書館 の実態 を理解 しているの
であるか ら、図書館 と連携 して 「利用教育」を共 に進めて頂 きたい もので
ある。
5.3図 書館サービスとしての利用教育
前述 したように 「利用者教育」は図書館利用に とって不可欠 な事 になっ
て きてい るが2、 図書館 と しても一つ の機能 ・業務 として位置付 けなけれ
ばな らないのではないだろうか。つ まり、たとえば図書館の事務分掌の中
にそれ らを明記 し、一係あるいは担当 として位置付ける組織の確定が必要
である。 日本図書館協会 は 「図書館利用教育委員会」を1995年 に機関と
して設置 し本格的な活動 を開始 したが、たとえば、私立大学図書館協会 も
2大城善盛教授は「利用者サービスこそ図書館のレーゾン・ゲートル(存在理由)である」
と述べている。
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常設の研究分科会を設けるなどの努力をする必要があるのではないかと考
える。さらに、個別大学図書館においては、「利用教育」委員会を組織 し
て体系的な業務を展開すべ きであろう。一方で、図書館員は、たとえば利
用教育のクラスを担当できるような能力の酒養が重要であろう。
5.4教 育ツールの開発と多様なサービスの提供
これまで述べたようにCD-ROMを は じめ、インターネ ットを駆使 して
の情報交換 、情報検索が盛んになって きているが、新たな 「利用教育」の
ため のツール を開発 しての新 しい利用教育 を展開する必要があ ろう。特
に、資料 の電子化に伴い、新たな手段で 「利用教育」方法 の開発 を、先ず
はそれぞれの図書館現場で行 う努力が必要なのではないだろうか。
(了)
※本稿は、1996年9月26日 に慶応大学湘南藤沢キャンパス行われ
た 「私立大学図書館協会東地区部会研究部主催の平成八年度第一回
研修会」での講演内容をもとに執筆 したものである。
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